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発
達
障
害
の
子
ど
も
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
は
、
周
囲
の
理
解
不
足
か
ら
、

い
じ
め
の
対
象
と
な
る
こ
と
で
、
不
登
校
に

な
る
な
ど
の
二
次
的
障
害
が
心
配
さ
れ
て
い

る
。
就
学
前
や
学
齢
期
に
お
け
る
対
策
と
し

て
、
保
育
士
、
教
師
へ
の
研
修
や
相
談
体
制

の
拡
充
、
二
次
的
障
害
を
起
こ
さ
な
い
た
め

の
学
校
全
体
で
の
取
り
組
み
や
支
援
体
制
が

必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
尋
ね
る
。 

　
　
　
　
　
発
達
障
害
に
関
す
る
研
修
は
、 

　
　
　
　
　
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
を
対
象

に
、
総
合
保
育
研
修
講
座
や
ひ
ま
わ
り
学
園

等
で
の
実
習
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
小
中
学
校
教
員
を
対
象
に
、
特
別
支

援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
研
修
や
、

発
達
障
害
児
へ
の
授
業
の
工
夫
を
目
的
と
し

た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
相
談
支
援
と

し
て
、
子
ど
も
家
庭
局
の
障
害
児
担
当
保
育

士
に
よ
る
各
保
育
所
へ
の
巡
回
指
導
、
特
別

支
援
学
校
に
よ
る
小
中
学
校
等
の
訪
問
相
談

や
公
開
講
座
の
開
催
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。 

　
今
後
は
、
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
生
徒
指
導
担
当
者
を

い
じ
め
等
へ
の
対
応
の
推
進
役
と
し
て
位
置

付
け
る
と
と
も
に
、
養
護
教
諭
、
臨
床
心
理

士
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
も
連
携
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。 

　
こ
の
よ
う
に
学
校
全
体
で
取
り
組
み
、
推

進
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
で
い
じ
め
や
不
登

校
な
ど
の
状
況
に
な
ら
な
い
よ
う
、
発
達
障

害
の
理
解
を
一
層
進
め
て
い
き
た
い
。 
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ご
み
焼
却
工
場
で
あ
っ
た
旧
新 

　
　
　
　
　
門
司
工
場
の
解
体
に
当
た
り
、

市
と
し
て
、
安
全
対
策
の
要
綱
を
つ
く
り
、

解
体
作
業
者
や
周
辺
住
民
等
の
安
全
に
万
全

を
期
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
計
画
段
階

か
ら
解
体
が
終
了
す
る
ま
で
の
期
間
は
、
関

係
方
面
に
必
要
な
説
明
を
十
分
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
尋
ね
る
。 

　
　
　
　
　
解
体
工
事
に
当
た
っ
て
は
、
国 

　
　
　
　
　
が
策
定
し
た
「
廃
棄
物
焼
却
炉

施
設
内
作
業
に
お
け
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
ば

く
露
防
止
対
策
要
綱
」
や
「
石
綿
障
害
予
防

規
則
」
に
基
づ
く
十
分
な
安
全
対
策
を
講
じ

て
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
汚
染
防
止
と
ア
ス
ベ

ス
ト
除
去
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
新
た
な
安
全
対
策
要
綱
の
作
成
は
考

え
て
い
な
い
。 

　
ま
た
、
住
民
に
対
し
て
は
、
安
全
対
策
等

に
つ
い
て
、
工
事
着
手
前
だ
け
で
な
く
工
事

終
了
ま
で
の
間
も
含
め
十
分
な
説
明
を
行
う
。 

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
解
体
工
事
は
、
作
業

者
や
地
域
住
民
等
の
安
全
と
健
康
の
確
保
を

大
前
提
に
、
必
要
な
環
境
調
査
も
行
い
、
万

全
な
態
勢
で
施
工
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 

　
な
お
、
旧
新
門
司
工
場
の
解
体
工
事
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
本
年
度
に
基
本
設
計
、
来
年

度
に
実
施
設
計
を
行
い
、
平
成
24
〜
25
年
度

に
か
け
て
解
体
工
事
を
実
施
し
、
平
成
26
年

度
に
跡
地
の
一
部
に
紙
パ
ッ
ク
・
ト
レ
イ
の

資
源
化
施
設
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、
残
り

の
跡
地
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 
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議会棟を禁煙にします

　本市議会では、平成23年１月１日
から議会棟建物内を全面禁煙とさせ
ていただき、受動喫煙防止に取り組
むこととしました。 
　皆様のご理解とご協力をお願いし
ます。 

議
　
員

　12月定例会が11月29日から12月7日までの9日間の会期で
開かれました。
　市長から55件の議案が提出され、審議の結果、全ての市長提出
議案を原案のとおり決定しました。
　また、議員から提出された14件の議案のうち9件と、保健病院委
員会から提出された1件の議案を可決しました。

主
な
内
容

1～3面

4面

本議会での質疑・質問と答弁

可決した意見書・決議

議会改革に取り組んでいます！　など
常任委員会および特別委員会の主な活動状況
請願・陳情の審議結果 　

本
会
議
で
の
質
疑
・
質

問
と
答
弁
は
、
要
約
し
た

も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

詳
細
は
、
2
月
下
旬
以
降
、

各
市
立
図
書
館
に
お
い
て

会
議
録
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。 

　
ま
た
、
市
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
会
議
録
検
索

シ
ス
テ
ム
で
も
3
月
中
旬

頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。 

 

本会議での質疑・質問と答弁

　本会議では、各会派から次の１６人の議員
が質疑・質問を行いました。
（発言順。掲載記事の順番とは関係ありま
せん。）

藤 　 沢 　 加 　 代  

戸 　 町 　 武 　 弘  

白 　 石 　 一 　 裕  

大 　 石 　 正 　 信  

本 　 田 　 忠 　 弘  

西 　 田 　 　 　 一  

野 　 依 　 謙 　 介  

岡 　 本 　 義 　 之  

山 　 本 　 真 　 理  

木 　 村 　 年 　 伸  

森 　 本 　 由 　 美  

上 　 野 　 照 　 弘  

森 　 　 　 浩 　 明  

原 　 田 　 里 　 美  

佐 　 藤 　 　 　 茂  

　 　 野 　 信 　 明  

　日中両国の友好親善の発展に寄与す
る目的で本市の全議員で設立している
議員連盟の代表団が、友好都市である
大連市をはじめ、中国国内の主要都市
を訪問しました。大連市では人民代表
大会常務委員会への表敬や、本市と関
連のある事業の視察等を行い、両市の
交流を深めてきました。 

教
育
長

議
　
員

環
　
境

局
　
長

日 本 共 産 党  

自 民 市 民クラブ  

ハートフル北九州 

日 本 共 産 党  

公 明 党  

自 由 民 主 党  

日 本 共 産 党  

公 明 党  

ふくおかネットワーク 

自 民 市 民クラブ  

ハートフル北九州 

自 由 民 主 党  

ハートフル北九州 

日 本 共 産 党  

自 由 民 主 党  

ハートフル北九州 

（ 

（ 

（ 

（ 

（ 

（ 

（ 

（ 

（ 

（ 

（ 

（ 

（ 

（ 

（ 

（ 

） 

） 

） 

） 

） 

） 

） 

） 

） 

） 

） 

） 

） 

） 

） 

） 

市議会の会議の様子を傍聴することができます。お問い合わせ先は、市議会事務局総務課（　582-2621）です。 市議会の会議の様子を傍聴することができます。お問い合わせ先は、市議会事務局総務課（　582-2621）です。 

発
達
障
害
へ
の
理
解
と

支
援
体
制
づ
く
り
を

旧
新
門
司
工
場
の
解
体

に
つ
い
て

市議会の虚礼廃止にご理解を！

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

議員や後援会が寄附をしたり有料のあいさつ広
告を出すこと

議員が暑中見舞いや年賀状
などのあいさつ状を出すこと
（自筆の答礼は除く）

市民や団体が議員に寄附など
を求めること

議員や後援会がお中元や
お歳暮をすること

議員や後援会が儀礼的な祝儀、香典、供花を出
すこと

公職選挙法では、次のようなことが禁止されています。

（平成22年10月1日～平成22年12月7日）
常任委員会の主な活動状況

委員会名（開催回数） 案　　　件 

総務財政委員会 
（5回） 
 

建築消防委員会 
（3回） 
 

環境建設委員会 
（4回） 
 

保健病院委員会 
（4回） 
 

教育水道委員会 
（3回） 
 

経済港湾委員会 
（3回） 
 

　本市議会では、平成21年3月に「議会改革協議会‘09」を設置し、新しい市議会の在り方につい
て検討を行ってきました。 
　その1つとして、「政務調査費」について、さらなる使途の適正化や透明化を図るための検討を
重ね、平成22年12月に報告書をとりまとめました。 

政務調査費を執行するに当たっての考え方や取扱いを統一するため、「使途基準の運用マニ
ュアル」を作成しました。（平成23年4月1日施行） 

特別委員会の主な活動状況

議会改革に取り組んでいます！

（平成22年6月18日～平成22年12月7日）

住みやすい 
まちづくり 
特別委員会 
（ 2回 ） 

安全で健やかな 
まちづくり 
特別委員会 
（ 2回 ） 

※案件は、主なものだけ掲載しています。 

【問い合わせ先】　市議会事務局総務課　電話　582-2621　 

お 知ら せ

このほか市議会では、祝電、弔電の自粛を申し合わせています。市民の皆様のご協力をお願いします。 
 

委員会名（開催回数） 案　　　件 

《報告書の内容》
（1）使途基準の運用マニュアルの作成について

・

平成23年4月交付分から、政務調査費の支出に係る全ての領収書等の写しを収支報告書に
添付することとなりました。 
今後は、実施に向けて条例の改正等を行います。 

（2）収支報告書に添付する領収書等の写しについて

・

後列左から5人目が大連市人民代表大会・懐（かい）主任 

【議案の審査】 

【請願・陳情の審査】 

【報告】 

【その他】 

ほか8件 

ほか4件 

ほか4件 

●北九州市スポーツ施設条例の一部改正について 【事件】 ●行財政改革の推進について 
●男女共同参画社会の推進について 

【内容】 ●平成21年度北九州市経営プランの取り組み結果について 
●北九州市の指定管理者制度について 
●北九州市男女共同参画基本計画の推進について 
●北九州市男女共同参画基本計画（第2次）平成21年度実施状況 
  について 
●女性活躍推進アクションプランについて 

【事件】 ●地域防災及び地域防犯について 

【内容】 ●消費者被害に対する取り組みについて 
●暴力追放運動の推進について 
●総合的な治水対策の推進について 
●地域と連携した防災対策の推進について 

●白島石油備蓄基地の撤去を求める意見書の提出について 

●北九州市の新球技場について 

●大都市財政の実態に即応する財源の拡充についての要望運動の進め方等 
  について 
 
 【議案の審査】 

【陳情の審査】 

【報告】 

ほか2件 

ほか1件 

●平成22年度北九州市学術研究都市土地区画整理特別会計補正予算に 
 ついて 

●旧北九州空港への記念碑建立記念公園の建設について 

●「北九州市営バス事業経営計画（素案）」について 

【議案の審査】 

【請願・陳情の審査】 

【報告】 

ほか34件 

ほか7件 

ほか6件 

●指定管理者の指定について（北九州市立おぐまの保育所） 

●新たなウイルス肝炎総合対策の推進について 

●地域福祉計画の策定について 

【議案の審査】 

【請願の審査】 

【報告】 

ほか2件 

ほか1件 

●平成22年度北九州市産業用地整備特別会計補正予算について 

●国民・市民生活を守り、安心・安全な社会を実現するための労働行政の 
 地方移譲について 

●「新・海辺のマスタープラン」（素案）について 

【議案の審査】 

【報告】 

ほか1件 ●平成22年度北九州市上水道事業会計補正予算について 

●「北九州市水道事業中期（後期）経営計画」（素案）の策定について 

【議案の審査】 

【陳情の審査】 

ほか5件 ●北九州市屋外広告物条例の一部改正について 

●高蔵ずい道築造について 

人にやさしい 
まちづくり 
特別委員会 
（ 2回 ） 

【事件】 ●子育て・教育日本一を実感できる環境づくりについて 
●文化・スポーツ振興施策について 

【内容】 ●周産期医療体制及び小児救急医療体制について 
●文化・スポーツ振興施策について 

元気な 
まちづくり 
特別委員会 
（ 2回 ） 

【事件】 ●物流拠点及び交通ネットワークの充実と活用について 
●産業振興、経済雇用対策及び中心市街地活性化について 

【内容】 ●日韓フェリーの就航状況について 
●北九州空港アクセスの充実について 
●産業経済局における産業振興、経済・雇用対策について 

環境にやさしい 
まちづくり 
特別委員会 
（ 2回 ） 

【事件】 ●世界の環境首都づくりについて 
【内容】 ●環境モデル都市の進ちょく状況について 

●北九州スマートコミュニティ創造事業について 
●北九州市環境モデル都市行動計画における産業経済局の取り 
  組み状況について 
●低炭素先進モデル街区形成推進事業について 
●北九州市環境首都総合交通戦略について 
●建築物総合環境性能評価制度「ＣＡＳＢＥＥ北九州」について 
●北九州市環境モデル都市行動計画における教育委員会の取り 
  組み状況について 
 
 

請願・陳情の審議結果
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
 
○ 
 

請願「住民基本台帳ネットワークシステムからの離
脱について」　　　　　　　　　　　　　　〈不採択〉 
請願「新たなウイルス肝炎総合対策の推進について」
　　　　　　　　　　　　　　　　    　〈採　択〉 
陳情「車上喫煙者に対する罰則の適用について」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈不採択〉 
陳情「国土交通省の地方出先機関の存続等に関する
意見書の提出について」　　  　 　　　〈不採択〉 
陳情「市議会委員会傍聴規則の見直しについて」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　〈不採択〉 
陳情「日本軍慰安婦に対する国の誠実な対応を求め
る意見書の提出について」のうち第2項及び第3項 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   〈不採択〉 
陳情「日本軍慰安婦問題の早期解決を図ることを求
める意見書の提出について」のうち第2項及び第3項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈不採択〉 
このほか、請願28件、陳情68件が継続審査になりま
した。 

○

○

○

○

○

日中友好北九州市議会
議員連盟による中国訪問

到津の森公園

市議会では、視覚障害（1級か2級）のある方に、市議会だよりの

点字版または録音テープを無料でお届けしています。 

聴覚に障害のある方が、本会議の傍聴を希望される場合は、要約

筆記者および手話通訳者の派遣先を紹介しています。 

○ 

○ 


